
【取り組む際に生じた課題及び輸出後に抱えた課題】
１ コロナ感染症拡大による、業務用商品の売上減少。
２ 輸出担当人材不足（輸出手続事務・外国語対応）。

【ウェブサイト】 http://www.yanarei.co.jp/ 

【対応の結果】
１ 市販用商品の輸出国増で売上増加、輸出量は前年の1.5倍。
２ 増員して営業力の強化ができた。

◆ 縮小する国内人口とは反対に、増加の一途をたどっている海外各国から日本の食へのニー
ズがあると知り、新たな販路開拓を目指して平成28年度より事業を開始。

◆ 国内外の展示会や商談会（コロナ禍のため主にオンライン開催）に参加して販路開拓。
◆ 各国のニーズや規制に合わせた商品開発。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和４年度 1,500 6

通年令和３年度 1,000 4

令和２年度 1,000 4

スリミサラダ、海鮮パスタ、漬魚

【主な品目】

タイ、香港、シンガポール、アメリカなど

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ アジア圏だけではなく、北米への販路拡大。
２ 新たな商品の開発。

【生じた課題への対応】
１ 営業努力による、市販用商品の商談増加。
２ 社内の人材育成を強化しつつ、輸出担当人材を増員。

【連絡先】 担当者名：久賀博美、ＴＥＬ：0944-73-1124 

【活用した支援・施策】 「福岡フードビジネス協議会」への入会、JETRO輸出専門家による個別支援

（平成30年度より輸出開始）

福岡県 柳川冷凍食品株式会社
『水産加工品を福岡から海外へ』

加工食品

【効果があった取組】
エンドユーザーへ直接試食販売。
画像による食べ方の提案。

コロナ感染症拡大を受けて導入した
冷凍自動販売機

調理例：海鮮パスタ

魚屋がパスタシリーズ
「アヒージョ風パスタ」

http://www.yanarei.co.jp/
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